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まちの人口（平成２４年 3 月１日現在）【住民基本台帳登録人口＋外国人登録者数】

総人口 18,231人（18人減）　男 8,859 人（16人減）　女 9,372人（2人減）　世帯数 6,919世帯（7世帯減）　※（　）内は前月比

南郷スキー場で「第 32 回読売杯南郷スラローム大

会」が開催され、県内外のたくさんのレーサーが

大会に参加しました。写真は中学生女子の部で優

勝した中丸菜緒さん（南郷ジュニアレーシング）

第 32 回読売杯南郷スラローム大会

白銀のゲレンデで熱戦を展開
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未
曾
有
の
大
災
害

 
３
・
11 

か
ら
１
年
・
・
・

東日本大震災の教訓
 

３
・
11

平成２３年３月１１日午後２時４６分・・・
死者行方不明者１万９千人超の未曾有の大災害

『東日本大震災』が発生した。
『教訓』というにはあまりに被害が大きすぎた

東日本大震災。
この未曾有の大災害から学んだ教訓を生かし、
今後起こりうる災害に備えなければならない。
震災で奪われた多くの尊い命を無駄にしないた
めにも、復興に向け力強く歩み続け、後生のた
めに災害に強い地域をつくっていかなければな
らない。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
わ
か
ら
ず
、
誰
も
が
被

災
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ

と
に
人
は
、「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。

　

ど
れ
だ
け
防
災
対
策
の

ハ
ー
ド
面
を
整
備
し
て
も
、

毎
年
の
よ
う
に
災
害
が
発
生

し
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

防
災
で
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ

が
、「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

思
い
込
み
、
災
害
に
備
え
よ

う
と
し
な
い
こ
と
だ
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
自
分
や
家
族
の

命
を
守
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
常
に
災
害
を
意
識

し
、
万
一
に
備
え
、
日
ご
ろ

か
ら
非
常
持
ち
出
し
品
の
準

　

地
震
と
津
波
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射

能
漏
れ
事
故
に
よ
り
、
県
内

各
地
に
放
射
性
物
質
が
飛
散

し
、
多
く
の
人
が
見
え
な
い

恐
怖
に
怯
え
ま
し
た
。

　

原
発
周
辺
の
住
民
は
今
も

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
震

災
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
現

在
で
も
収
束
の
糸
口
す
ら
見

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

国
際
的
な
基
準
に
基
づ
く

原
発
事
故
の
評
価
も
、
最
悪

の
「
レ
ベ
ル
７
」
と
判
定
さ

れ
た
今
回
の
原
発
事
故
で

は
、
政
府
が
示
す
基
準
も
二

転
三
転
す
る
な
ど
、
情
報
が

交
錯
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び

交
う
現
代
、
も
っ
と
も
大
切

な
こ
と
は
、
客
観
的
に
正
し

い
情
報
を
得
て
、
自
分
な
り

に
冷
静
に
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
で
す
。

　

本
町
は
、
放
射
線
量
も
低

く
、
健
康
へ
の
影
響
は
ほ
と

ん
ど
な
い
数
値
で
す
が
、
県

内
や
海
な
ど
広
範
囲
に
放
射

　

地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、

ま
ず
、
素
早
く
テ
ー
ブ
ル
や
机

な
ど
の
下
に
隠
れ
、
落
下
物
な

ど
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

以
前
は
「
地
震
に
な
っ
た
ら
、

ま
ず
火
を
消
せ
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
大
き
な
地
震
の

最
中
に
無
理
し
て
火
を
消
そ
う

と
す
る
と
や
け
ど
な
ど
を
し
た

り
し
て
危
険
で
す
の
で
、
ま
ず

は
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ
る
な

ど
し
て
身
の
安
全
を
確
保
し
、

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か
ら
火
を

消
し
ま
す
。

　

災
害
な
ど
に
備
え
、
保
存
食

や
飲
料
水
な
ど
を
非
常
持
出
袋

に
入
れ
て
準
備
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
で
す
。
保
存
食
と
飲
料

水
は
最
低
で
も
３
日
分
準
備
し

て
お
く
と
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
薬
や
お
む

　

大
災
害
の
場
合
、
個
々
人

の
対
策
だ
け
で
は
、
や
は
り

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
の
リ
ス
ク
を
軽
減
さ

せ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
が
大
き
な
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
も
、
近

隣
の
住
民
の
助
け
に
よ
り
助

か
っ
た
人
が
、
た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。

　

有
事
の
際
に
、
地
域
で
互

い
に
助
け
合
う
た
め
に
も
、

普
段
か
ら
地
区
内
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
を
強
化
し
て

　

震
災
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
本
町
で
は
、
震
災

直
後
か
ら
、
多
く
の
町
民
に

協
力
い
た
だ
い
て
炊
き
出
し

を
行
い
、
毎
日
、
被
災
地
に

お
に
ぎ
り
を
届
け
ま
し
た
。

ま
た
、
給
水
車
で
被
災
地
に

水
を
届
け
た
ほ
か
、
町
消
防

団
は
震
災
直
後
に
相
馬
市
消

防
団
に
毛
布
や
食
料
品
等
の

支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
人
か
ら
受
け

継
ぐ
お
も
て
な
し
の
心
で
避

難
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
を
動
か
し
た
の

は
「
お
互
い
様
」
の
精
神
で

す
。
災
害
に
関
係
な
く
、
日

ご
ろ
か
ら
共
助
の
精
神
は
大

切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

備
や
避
難
場
所
の
確
認
な
ど

を
し
、
災
害
が
発
生
し
た
ら

迅
速
に
安
全
な
場
所
に
避
難

す
る
こ
と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
本
当

に
た
く
さ
ん
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
の
た
め
に
も
、
自

つ
な
ど
を
準
備
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

　

各
地
区
に
消
防
団
が
あ
り
ま

す
が
、
消
防
署
も
含
め
災
害
な

ど
が
発
生
す
る
と
現
場
に
出
動

し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
、
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
や
一
人
暮

ら
し
の
人
な
ど
は
地
域
で
協
力

し
て
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

寝
た
き
り
や
病
気
の
人
が
い
れ

ば
、
ふ
だ
ん
か
ら
隣
近
所
に
協

力
を
頼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
自
分
や
家

族
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、「
自

分
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
ず
、
日

ご
ろ
か
ら
災
害
に
対
す
る
危
機

感
を
持
ち
、
万
一
に
備
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
助
が

あ
っ
て
共
助
、
公
助
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の

　
災
害
へ
の
心
構
え

目
に
見
え
な
い

　
　
恐
怖
と
の
戦
い

３
・
11
を
後
世
に

　
　
　
伝
え
る
義
務

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力り

ょ
く

　
　
　
　
　
の
強
化

困
っ
た
時
は

　『
お
た
が
い
さ
ま
』

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

万
一
へ
の
備
え
と

　

災
害
の
危
機
意
識
が
大
切
で
す

南会津広域消防署次長

佐藤　和一 さん

町内４３か所に設置され
たリアルタイム線量計

　文部科学省より、東京電力
福島第一原子力発電所事故
に対する住民の安全・安心の
観点から、福島県内の学校及
び公共施設などにリアルタ
イム線量計（線量率測定器）
が設置されました。１０分
間の空間放射線量が液晶パ
ネルで表示されるほか、同
省 の ホ ー ム ペ ー ジ（http://
radiomap.mext.go.jp/ja/）で
も確認することもできます。
　町内では、小中学校、高校、
保育所、幼稚園、集会所など、
４３か所に設置されました。

リアルタイム線量計設置

然
災
害
や
原
発
事
故
の
恐
ろ

し
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
に

も
、
我
々
は
『
3
・
11
東
日

本
大
震
災
』
を
後
世
に
語
り

継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
震
災
を
通
し
て
学

ん
だ
助
け
合
い
の
精
神
や
節

電
の
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に
、

さ
ら
に
は
「
あ
た
り
ま
え
」

の
あ
り
が
た
さ
に
感
謝
し
な

が
ら
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

性
物
質
が
漏
れ
た
の
は
事
実

で
す
の
で
、
今
後
も
被
曝
し

な
い
よ
う
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

問い合わせ
本庁住民生活課消防交通係
TEL 0241-62-6120
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個人被曝線量推計値（年間）　　
（H23.10.17 ～ 12.16  ２か月間の実測による年間の推計値）　　

南会津町の放射能情報
空 間 線 量

個人線量調査結果

農地土壌放射能測定調査結果

ストーブ灰の放射性物質

測定箇所 最小値 ～ 最大値

田島地域（39箇所） ＮＤ※2 ～ 125.8

舘岩地域（22箇所） ＮＤ ～ 98.6

伊南地域（14箇所） 13.0 ～ 278.0

南郷地域（23箇所） 44.7 ～ 201.0

　町では、昨年６月以降、町内すべての行政区（１１０
か所）で、空間線量（地上高 1㍍）を毎月測定しています。
　これまでの測定でも除染が必要とされる０．２３μ
Sv ／ h（マイクロシーベルト／時 ※1）を超える地点
は確認されておりません。町内の平均は０．０９～０．
１０μ Sv ／ h で推移しており、雪が積もった１月の
測定では０．０６μ Sv ／ h まで低下しています。
　なお、箇所別の数値については、毎月『町のお知ら
せ』でお知らせしているほか、町のホームページにも
掲載しています。

　町では、昨年１２月までに、町内４地域（９８地点）
で『農地土壌放射能測定調査』を実施しました。
　結果は、すべての地点で、福島県内で作付が制限さ
れた 5,000Bq ／㎏（ベクレル／キログラム）よりも
極めて低い数値でした。 
　なお、地域別の結果は以下のとおりです。（数値は
セシウム 134・137 の合計値）

　福島県内では、薪ストーブの灰から 40,000Bq ／㎏
を超える放射性セシウムが検出されました。これは基
準値 8,000Bq ／㎏を大幅に超えることから、『指定廃
棄物』として慎重な取り扱いを求められる数値です。
　なお、町では各地域別の焼却灰を測定しており、町
内の木材を燃やしたほとんどの灰は、数値が低く安全
なことを確認しています。
　ただし、町外からの木材を燃やした灰や薪の保管状
況、使用するストーブの性能によっては高い数値も確
認されますので、焼却灰の取り扱い（農地散布や山菜
アク抜きの利用）については注意が必要です。

　昨年１０月１７日から１２月１６日までの 2 か月間、保育所や小学校の児童８７５人を対象に実施
した個人被曝線量調査から、年間の累積線量を推計した結果です。
　基準となる１mSv（ミリシーベルト）を超過した児童はひとりもなく、調査を実施した児童の９割
以上が 0.5mSv 未満でした。

０．２３μ Sv ／ h は、私たちが年間に被曝する許容
線量を１mSv 以内とした場合の指標です。ＮＤ＝数値が低くて計測不能（放射性

　　　物質が検出されませんでした。）

※自宅の灰の放射性物質を測定したい場合は、本庁環境水道課環境衛生係または各総合支所振興
　課環境水道係にご相談ください。
※灰の利用が不安な場合には畑や庭に散布せず、危険ごみの指定袋に入れて “ 危険ごみ ” として
　危険ごみの収集日に出してください。（量が多い場合は、丈夫な堆肥袋などでも回収しますが、
　①灰が散乱しないように、袋の口元をヒモなどでしっかり縛り、②袋の外側に≪灰≫と表示し
　てください。
※念のためストーブの掃除には、灰を吸い込まないためのマスクやゴム手袋を着用しましょう。

詳しい結果は町のホームページでご覧いただけます。

（単位：Bq ／㎏）

○ 農作業や子どもたちの外遊びなど、これまでと変わりなく過ごして問題ありません。
○ 雪や雨も放射能測定を実施していますが、放射性物質は含まれていません。○ 本年も安心して作付していただける数値です。

○ 町では融雪後にさらに詳細な調査を実施します。（結果は再度公表します。）
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◆ 放射能に関するお問い合わせは・・・

　　≪放射能全般≫　　本庁環境水道課環境衛生係　 ℡０２４１－６２－６１４０

　　≪個人線量調査≫　本庁健康福祉課社会福祉係　  　 〃 　－６２－６１７０

　　≪農林業関係≫　　本庁農林課農政係、林政係　 　  〃 　－６２－６２２０
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渡部さんの話を熱心に聞く学級生

しの笛の独特の音色を楽しむ児童

表彰された君島さん、星さん、平野さん（左から）

受賞報告に訪れた野中団長（中央）と各支団長

後藤　治先生

町づくりへの思いなどが語られたパネルディスカッション

三井所清典先生

伝統の『田島祇園祭しゃんぎり』を体験

　２月１５日、御蔵入交流館で開催された寿学園合同学習
会で、学級生が田島地域の戊辰戦争について学びました。
　講師は、学芸員の資格をもつ町職員の渡部竹美さんで、
自己の幕末史の研究をもとに実際に起こった田島地域での
戦いの様子をわかりやすく解説しました。特に、西軍の田
島地域における足取りや地元農兵隊による田島陣屋の奪還
戦など、今まであまり知られていなかった史実に、約６０
名の学級生は熱心に耳を傾けました。会場からは「忘れか
けていた歴史の重みを思い起こすことができ、戦争の悲惨
さを後世に伝えることの大切さをあらためて学びました」
などの感想が寄せられました。

　２月１７日、町内の献血協力者に対する表彰式が町長室
で行われ、５０回にわたり献血に協力された、君島義範さ
ん（金井沢）、星トキエさん（押戸）、平野芳和さん（東）
の３名に、町長から感謝状と記念品が手渡されました。
　町では、献血運動を推進するため、献血活動に積極的に
協力した方を表彰しており、今回表彰を受けた平野さんは、

「困っている人の役に立てればうれしい。これからも機会
をみつけて、積極的に協力していきたい」と話してくれま
した。

　２月２３日、南会津町消防団長らが町長室を訪れ、去る
２月２０日（月）に日本消防協会（東京虎ノ門）で行われ
た「平成２３年度消防庁消防団等表彰式」で、消防庁長官
より感謝状を授与されたことを大宅町長に報告しました。
　これは、東日本大震災で被災した消防団に対して消防団
車両等の支援を行った消防団等に感謝状が授与されるもの
で、南会津町消防団は震災直後の平成２３年３月１２日、
１３日の両日、相馬市消防団を訪問してブルーシートや毛
布、食料品等の支援物資を届けたことが認められたもので
す。

　２月２６日（日）、御蔵入交流館において、国
の重要伝統的建造物群保存地区に選定された前沢
地区の保存からまちづくりを考える『南会津町景
観シンポジウム』が開催され、工学院大学教授の
後藤治氏と芝浦工業大学名誉教授の三井所清典氏
による基調講演のほか、パネルディスカッション
が行われ、参加した約１００名の町民などが熱心
に耳を傾けました。
　後藤先生は、前沢集落の持続性をより高めるた
めに他集落との連携が不可欠であることや前沢以
外にもたくさんあるすばらしい資源を活用した新
しい観光ルートの提案などを話されました。
　三井所先生は、大学との連携による前沢や他集
落の取り組みなどの事例紹介を通して、「役場まか
せではいけない。自分たちだけではできない。地
区住民、行政、その他の団体などが連携し、みん
なで協力することが重要だ。」と話されました。
　観光客の意識やスタイルは確実に変化してお
り、美しい景観だけでは観光客を呼ぶことはでき
ません。プラスαの付加価値をつけ、リピーター

（＝南会津ファン）を確保することが重要です。

　２月６日、針生小学校５，６年生９名が、和楽器に触れ、
地域の伝統文化に親しもうと、田島祇園祭しゃんぎりで演
奏されるしの笛や太鼓を体験しました。
　しゃんぎり愛好会による通し演奏の後、児童は一人ずつ
しの笛を持ち、実際に音出しをしました。児童は普段使っ
ているリコーダーと違う指使いに、最初は戸惑っていまし
たが、吹き方を教えてもらい練習しているうちに、いい音
が出るようになり、楽しそうに練習していました。
　また、三味線や太鼓にも触れ、授業の最後の合奏では、
しゃんぎり愛好会の演奏に児童らも笛と太鼓で参加し、教
室には伝統文化の音色が響きました。

『田島地域の戊辰戦争』学ぶ

献血協力者に感謝状贈呈

町消防団に消防団車両等支援感謝状

　

２
月
14
日
か
ら
４
日

間
、
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ

た
「
第
67
回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技

会
」
に
お
い
て
、
少
年
男

子
大
回
転
に
出
場
し
た
菊

地
拓
也
さ
ん
（
若
松
商
業

高
３
年･

舘
岩
中
卒
）
が

す
ば
ら
し
い
滑
り
で
、
見

事
８
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。

菊
地
さ
ん
　 

　
　
　

位
入
賞

他の集落や団体との連携強化
プラスα

アルファ

の付加価値でリピーターの確保を

８

少
年
男
子
大
回
転

若松商高
(舘岩中卒)

国体スキー競技

８位に入賞した菊地拓也さん

（福島民友新聞社提供）

　東日本大震災及び
新潟福島豪雨災害後
の国体ということで、
福島県特に南会津町
に明るいニュースを

届けたいと思い国体に臨みました。
　開会式では、福島県選手団にひと際
大きな拍手をいただきました。日本中
が応援してくれていることに感謝し、
福島の代表として誇りを持って滑ろう
と決意し、レースに臨みました。
　レースでは、完璧とはいかなかった
ものの力を出し切ることができまし
た。結果、8位に入賞することができ
ました。「すごくうれしい」その一言
でした。
　これからも常に感謝の気持ちを忘れ
ることなく、常に向上心を持って、今
後更に成長していきたいと思います。

菊地さんの喜びの声
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※
予
定
人
数
と
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り

　

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所 

お
客
様
相
談
室

　

０
２
４
２
（
２
７
）
５
３
２
１

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　　
「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）」

で
は
、
法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
人
に
、

法
制
度
や
相
談
機
関
（
弁
護
士
会
、
司
法
書

士
会
、
地
方
公
共
団
体
の
相
談
窓
口
等
）
に

関
す
る
情
報
を
無
料
で
提
供
し
た
り
、
経
済

的
に
余
裕
が
な
い
方
に
、
無
料
で
法
律
相
談

を
行
っ
た
り
、
弁
護
士
費
用
な
ど
の
立
て
替

え
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

借
金
、
離
婚
、
相
続
、
労
働
問
題
、
犯
罪

被
害
、
原
発
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
法
テ
ラ
ス
は
、
国
が
設
立
し
た
公
的
な
法

　

人
で
す
。

■
法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０-

０お

７な

８や

３み

７な

４し

■
受
付
時
間　

　

平
日　
　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

　

土
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
福
島
地
方
事
務

　

所
（
法
テ
ラ
ス
福
島
）

　

０
５
０
３
３
８
３-

５
５
４
０　

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職

試
験
お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）

を
実
施
し
ま
す
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
・
大
卒
程
度
）】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
、
持
参
に

　

よ
る
申
込
み

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
24
年
４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
９
日

　
（
月
）　

※
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
、
４
月
２
日
（
月
）

　

～
４
月
３
日
（
火
）。（
郵
送
の
場
合
は
、
４

　

月
３
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
。）

■
第
１
次
試
験
日

　

平
成
24
年
４
月
29
日
（
日
）

【
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
郵
送
、
持
参
に

　

よ
る
申
込
み

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
24
年
４
月
10
日
（
火
）
～
４
月
19
日

　
（
木
）　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
局
株
式
会
社  

田
島
郵
便
局

　

０
２
４
１
（
６
２
）
４
３
４
５

　

平
成
24
年
４
月
よ
り
、
会
津
若
松
年
金
事

務
所
に
よ
る
年
金
出
張
相
談
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
円
滑
な
相
談
を
実
施
す
る
た
め
に

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
４
木
曜
日
（
７
月
は
第
４
水
曜
日
）

　

午
前
10
時
20
分
～
午
後
３
時
30
分　

※
相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
以
内
で
す
。

　

御
蔵
入
交
流
館　

会
議
室
１

　

各
種
年
金
（
共
済
年
金
・
恩
給
を
除
く
。）

　

の
請
求
手
続
き
に
関
す
る
相
談
、
厚
生
年

　

金
・
国
民
年
金
被
保
険
者
期
間
の
確
認
、
年

　

金
請
求
書
等
の
受
付
な
ど

　

無
料

■
相
談
員

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所
職
員　

１
名

■
予
約
方
法　
　

　

会
津
若
松
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室
に

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

０
２
４
２
（
２
７
）
５
３
２
１

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
。
９
の
次
に
２
を
選
択
し

　

て
く
だ
さ
い
。）

※
予
約
時
に
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

　

も
の
を
準
備
し
、
相
談
日
の
１
か
月
前
か

　

ら
前
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

場
合
は
仙
台
国
税
局
ま
で
。）

　

http://w
w

w.jinji-shiken.go.jp/juken.

　

htm
l

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド

　

レ
ス
）

■
受
験
申
込
書
請
求
先

　

郵
送
ま
た
は
持
参
す
る
場
合
は
、
最
寄
り

　

の
税
務
署
（
田
島
税
務
署
）、
仙
台
国
税
局

　

人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

　

へ
受
験
申
込
書
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

平
成
24
年
４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
12
日

　
（
木
）　

※
郵
送
の
場
合
は
、
４
月
３
日
（
火
）
ま
で

　

の
通
信
日
付
印
有
効

■
第
１
次
試
験
日

　

平
成
24
年
６
月
10
日
（
日
）

　

仙
台
国
税
局　

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１
（
内
線
３

　

２
３
６
）

　

田
島
地
域
の
糸
沢
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
糸
沢
簡
易
郵
便
局
」
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
一
時
的
に
窓
口
を
閉
鎖
し
て
お
り
、
受

託
者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

受
託
者
と
し
て
運
営
を
希
望
さ
れ
る
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
田
島
郵
便
局
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
簡
易
郵
便
局
の
業
務
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
田
島
郵
便
局
よ
り
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
の
で
、
電
話
等
で
田
島
郵
便
局
ま
で

℡

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
の

引
越
や
、
引
越
に
伴
う
お
困
り
ご
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
「
引
越
相
談
所
」

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
引
越
相
談
所
連
絡
先

■
相
談
受
付
時
間

　

電
話
で
の
相
談
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日

　

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

　

４
時
ま
で
。（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
終
日
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。）

■
そ
の
他

①
３
月
、
４
月
は
引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク

　

で
す
の
で
、
緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
の
予

　

約
は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
引
越
は
下
見
（
無
料
）
や
見
積
も
り
（
無
料
）

　

を
的
確
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
ト
ラ

　

ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
、
必
ず
事
前
に
見

　

積
も
り
等
を
し
て
も
ら
い
、
運
賃
や
サ
ー

　

ビ
ス
内
容
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局 

福
島
運
輸
支
局

　

輸
送
・
監
査
部
門

　

０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
３

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
平
成
24
年
度
国
家
公

務
員
「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」（
大
学
卒
業

程
度
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税
務
署
に
お

い
て
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法

律
や
経
済
等
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
、
納
税

者
に
対
し
て
調
査･

検
査･

指
導
を
行
い
ま
す
。

　

仙
台
国
税
局
に
採
用
さ
れ
る
と
、
税
務
大

学
校
で
研
修
を
受
け
た
後
、
仙
台
国
税
局
管

内
（
東
北
６
県
）
の
税
務
署
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月

　
　

１
日
生
ま
れ
の
者

　

②
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

　

(1)
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
25
年

　
　

3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　

の
者

　

(2)
人
事
院
が
(1)
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
験
申
込
み
を

　

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

※
郵
送
・
持
参
の
場
合
は
、
４
月
10
日
（
火
）

　

～
４
月
11
日
（
水
）。（
郵
送
の
場
合
は
、
４

　

月
11
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
。）

■
第
１
次
試
験
日

　

平
成
24
年
６
月
17
日
（
日
）

■
そ
の
他

　

受
験
資
格
や
申
込
方
法
の
詳
細
等
に
つ
い

　

て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左

　

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
東
北
事
務
局 
第
二
課 

試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　

http://w
w

w.jinji/saiyo/saiyo.htm

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
引
越
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、
引
越
シ
ー

ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３
月
・
４
月
の
２
か

月
間
、
県
内
７
か
所
で
「
引
越
相
談
所
」
を

開
設
し
、
電
話
な
ど
で
引
越
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

会
津
若
松
年
金
事
務
所

 「
年
金
出
張
相
談
」
開
催
の
お
知
ら
せ

法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

　
　 （
大
学
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

「
糸
沢
簡
易
郵
便
局
」

　
　
　
　
　
受
託
者
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
　 （
大
学
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

℡ 問

問

問

問

問

料 内

℡

℡ ℡

℡ ℡

℡

ア問℡

「
引
越
相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

申申

申

ア日場

引越相談所 連絡先

福島市 県トラック協会本部 TEL 024-558-7755
FAX 024-558-7731

福島市 県トラック協会県北支部 TEL 024-573-8755
FAX 024-573-8756

郡山市 県トラック協会県中支部 TEL 024-963-0780
FAX 024-963-0781

白河市 県トラック協会県南支部 TEL 0248-27-3644
FAX 0248-22-3687

会津若松市 県トラック協会会津支部 TEL 0242-24-4855
FAX 0242-25-2199

相馬市 県トラック協会相双支部 TEL 0244-37-3070
FAX 0244-37-3071

いわき市 県トラック協会いわき支部 TEL 0246-58-8223
FAX 0246-58-8255

 平成２４年度自衛官募集のご案内 
募 集 内 容 応 募 資 格 受 付 期 限 試 験 期 日

自衛官
幹部候補生

一般
技術

・22歳以上26歳未満の方
・20歳以上22歳未満の大卒者（見込含）
・大学院卒者（見込含）は28歳未満 ～ 4月27日（金）

1次：5月12日（土）～13日（日）

（※13日は飛行要員のみ）

２次:6月12日（火）～15日（金）
　　 の間のいずれか1日

歯科
薬剤

・専門の大学卒業者（見込含）
・20歳以上30歳未満の方

予備自衛官補
一般 ・18歳以上34歳未満の方

～ 4月4日（水）
4月13日（金）～16日（月）

の間のいずれか1日技能
・18歳以上で国家免許資格等を有する方 
 （※資格に応じて年齢制限あり）

▼ 詳しくは、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）をご覧ください。
▼ 問い合わせ先：自衛隊福島地方協力本部会津若松出張所　TEL 0242-27-6724
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こ
の
方
法
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
に

「
認
定
証
」
を
入
手
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
認
定
証
の
交
付
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
ま
た

は
役
場
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係
な
ど
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
庁
住
民
生
活
課
国
保
年
金
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

「
高
額
療
養
費
制
度
」
と
は
・
・
・

　
医
療
費
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
、

医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
自
己

負
担
額
が
、
月
単
位
で
一
定
の
額
（
限
度

額
）
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　デジサポ福島（総務省福島県テレビ受信者支援センター）による「地デジ臨時相談
コーナー」が、下記のとおり御蔵入交流館で開催されています。地デジの準備がお済
みでない方や地デジが映らないまたは映りが悪い方などは、ぜひご相談ください。

■開催日時　２月２０日（月）～ ４月２７日（金）　10：00 ～ 16：00
　　　　　※ ただし、4/14、4/15、4/21、4/22  はお休みです。　
■開催場所　御蔵入交流館（保健センター前 スペース）
■問い合わせ　デジサポ福島　TEL ０２４－５０５－１０１０（　　　　　　　　）

限度額認定証の手続きが必要となる方

平　日　9：00 ～ 21：00
土日祝　9：00 ～ 18：00

　地上テレビ放送は、３月３１日にアナログ放送が終了し、
デジタル放送に完全移行します。
　山の陰などで、地デジ放送が受信できなかったり、映りが悪い
など良好に受信できない場合もありますので、地デジへの切り替
えがまだの方は、すぐに地デジへの切り替えをお願いします。

すでに申請を済まされ、限度額認定証をお持
ちの方は、新たに手続きする必要はありませ
ん。現在お持ちの認定証をそのまま利用でき
ます。（ただし、国民健康保険と後期高齢者医療
にご加入中の方は、８月に年度更新のため申請
が必要になります。）

※1

地デジ化済んでますか？ 地デジ対応のテレビやチューナ
ーなどを準備しないと、テレビが見られなくなります！

「地デジ臨時相談コーナー」開催中

地上デジタル放送完全移行

会津・野岩鉄道助成制度のお知らせ

いよいよ

例えば、大人２名  こども(小学生)２名で田島～浅草を往復すると ･･･ 7,840円もお得に！

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
原
因
と
す
る

住
家
等
の
建
物
被
害
を
証
明
す
る
「
り
災
証

明
書
」
の
申
請
受
付
を
、
平
成
24
年
３
月
30
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

保
険
に
よ
る
修
繕
や
融
資
申
請
等
の
際
に

り
災
証
明
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
何
ら
か
の
理
由
で
申
込
み
が
遅
れ

て
い
る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

本
庁
住
民
生
活
課
消
防
交
通
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

 

自
動
車
の
変
更
登
録
は

 

　
　
　
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

自
動
車
税
の
定
期
課
税
に
つ
い
て
は
、
平

成
23
年
度
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

課
税
時
期
を
延
期
し
ま
し
た
が
、
平
成
24
年

度
は
、
例
年
ど
お
り
５
月
31
日
（
木
）
を
納

期
限
と
し
て
課
税
を
実
施
い
た
し
ま
す
。　

　

な
お
、
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合

は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
る
県
税
で
す
。
自

動
車
を
使
用
し
て
い
な
い
場
合
や
、
他
人
に

譲
っ
た
り
廃
車
す
る
な
ど
に
よ
り
実
際
に
自

分
が
持
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
３
月
末
日

ま
で
に
管
轄
の
運
輸
支
局
な
ど
で
所
有
権
の

移
転
や
一
時
抹
消
の
登
録
手
続
き
を
済
ま
せ

 

４
月
１
日
か
ら
窓
口
で
の
支
払
額
が

　
　
　
　   

限
度
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
で
は
、

入
院
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、「
認
定
証
」

な
ど
の
提
示
に
よ
り
、
窓
口
で
の
支
払
い

を
自
己
負
担
限
度
額
に
と
ど
め
る
こ
と
が

可
能
で
し
た
が
、
外
来
診
療
や
薬
局
で
の

窓
口
負
担
は
、
限
度
額
を
超
え
た
場
合
で

も
い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お
支
払
い
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
外
来
診

療
に
つ
い
て
も
入
院
と
同
じ
く
「
認
定
証
」

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る
分
を
窓
口
で
支
払
う
必
要
は
な

く
な
り
ま
す
。

て
い
な
い
と
、
引
き
続
き
元
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
居
し
た
と
き
に
住
民
票
を
異
動

し
て
も
、
車
検
証
上
の
住
所
は
一
緒
に
は
異

動
し
ま
せ
ん
。
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

車
検
証
上
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
の
住
所

に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
運
輸
支
局
な
ど
で

住
所
の
変
更
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
２ 

ま
た
は

　

０
２
４
１
（
６
２
）
５
２
１
４

 

悩
み
や
不
安
を
ひ
と
り
で

　
　
　
　
　
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か　

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

３
月
16
日
（
金
）、
４
月
24
日
（
火
）  

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

福
島
県
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

平
成
24
年
度
自
動
車
税
定
期
課
税

　
　 

　
　
　
　
　
　
　 

の
お
知
ら
せ

東
日
本
大
震
災
り
災
証
明
書

　
　
　
　
申
請
受
付
終
了
の
お
知
ら
せ

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ま
へ

℡

℡

℡

℡ ℡

問

問

問

問 料 申 場 日 心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

区分 事前手続き 病院・薬局などで

●70歳未満
　の方
●70歳以上
　で、住民
　税非課税
　世帯の方

加入する健康保
険組合などに「認
定証」（限度額認
定証）の交付の申
請をしてくださ
い。（※1）

交付された「認定
証」を窓口に提示
してください。

●70歳以上
　75歳未満
　で、住民
　税課税世
　帯の方

事前手続きの必
要はありません。

「高齢受給者証」
を窓口に提示し
てください。

●75歳以上
　で住民税
　課税世帯
　の方

事前手続きの必
要はありません。

「後期高齢者医療
被保険者証」を
窓口に提示して
ください。

 ◆ 対象…小学生のこどもを含む家族で、下記の「浅草往復列車たびきっぷ」を利用する場合
 ◆ 利用期間…平成２４年３月２４日（土）～ 平成２４年４月５日（木）
 ◆ 助成額…大人１名につき、こども１名分の運賃全額　  ◆ 定員…小学生のこども３０名
 ◆ 注意点…助成は１回限りで、マイレール化推進事業や団体割引との併用はできません。
 ◆ 申込方法…利用日の前日までに、会津鉄道㈱（会津若松市材木町１丁目3-20）または
　  　　　　　会津鉄道主要駅（西若松、芦ノ牧温泉、湯野上温泉、会津下郷、会津田島）
　  　　　　　でお申し込みください（午前８時３０分～午後５時）。

 ◆問い合わせ･･･会津鉄道㈱　℡ 0242-28-5885まで

 ◆ 有効期限…４日間　（※このきっぷは期間限定ではありません。）
 ◆ お値段の１例…会津田島駅 ⇔ 浅草駅　往復　大人5,500円　こども2,760円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 通常　大人6,280円　こども3,140円 )

 ◆ 発売個所…会津鉄道西若松駅、芦ノ牧温泉駅、湯野上温泉駅、会津下郷駅、会津田島駅

会津鉄道主要駅から会津鬼怒川線経由、東武鉄道北千住・浅草
方面のいずれかの駅までの往復割引きっぷです。 ②浅草往復列車たびきっぷ

 ①春休みファミリー割引

通常料金 ②浅草往復列車たびきっぷ ①春休みファミリー割引

大　人　12,560円
こども  　6,280円

大　人　11,000円
こども  　5,520円

大　人　11,000円
こども  　　　 0円

合　計　18,840円 合　計　16,520円 合　計　11,000円
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南会津町南郷交流促進センター・物産館（きらら２８９）

温泉施設利用料金が変わります
平成２４年４月から

　町で設置する温泉施設については、各施設間の整合性を図るため、利用区分や利用料金な
どを統一し、平成２４年４月１日から利用料金が改正されます。
　割引料金等の詳細や不明な点につきましては、舘岩総合支所町民課℡0241-78-3325、伊
南総合支所振興課℡0241-76-7715、南郷総合支所振興課℡0241-72-2900までお問い合わ
せください。

※スキー場のリフト券購入者は、昼間でも夜間券の料金で施設を利用することができます。
※年間券、シーズン券、年間家族券は、さゆり会館においても利用できます。

※スキー場リフト券購入者、キャンプ場利用者、団体利用者などは、割引料金で施設を利用できます。
※これまでどおり、法人等に適用される『遊湯パスポート』もあります。

区　分 種類 利 用 料 金 備 考

町民

大人

１回券 ２００円 １ 町民とは、南会津町に住所を有する
   者をいう。

２ 高齢者とは、南会津町に住所を有す 
   る満６５歳以上の者をいう。

３ 年間券は、発行日より１年間有効と
   する。

４ 小人とは、小学生をいう。

５ 未就学児は、無料とする。

１１回券 ２，０００円

年間券 １５，０００円

高齢者

１回券 １５０円

１１回券 １，５００円

年間券 １１，２５０円

町民以外 大人

１回券 ４５０円

１１回券 ４，５００円

年間券 １５，０００円

共通 小人

１回券 １００円

１１回券 １，０００円

年間券 ７，５００円

区　分 種 類 利 用 料 金 備 考

大人

昼間券 ５５０円 １ 年間券は、発行日より１年間有効とし、利用
　 は発行を受けた本人に限る。

２ 昼間券は、午後５時までとし、夜間券は、午
　 後５時以降適用する。

３ 小人とは、小学生をいう。

４ 未就学児は、無料とする。

５ シーズン券は、発行日より４か月間有効とし、
　 利用は発行を受けた本人に限る。

６ 年間家族券は、 町内に住所を有する家族（４
　 人以内）に発行し、利用は、発行を受けた本
　 人に限る。（４人を超える場合は、超えた人数
　 １人につき10,000円を加算する。）

７ 各室利用料金は、１室を占用して利用する場
　 合に適用し、３時間を超える場合は、１時間
　 当たり2,000円を加算する。

夜間券 ３５０円

１１回券 ３，５００円

年間券 ２６，２５０円

小人

昼間券 ３００円

夜間券 ２００円

１１回券 ２，０００円

年間券 １５，０００円

シーズン券 ８，７５０円

年間家族券 ４５，０００円

各室利用料 ３時間以内 １０，０００円

区　分 種 類 利 用 料 金 備 考

大人

１回券 ５５０円 １ 年間券は、発行日より１年間有効とし、利用
　 は発行を受けた本人に限る。

２ 小人とは、小学生をいう。

３ 未就学児は、無料とする。

４ シーズン券は、発行日より４か月間有効とし、
　 利用は発行を受けた本人に限る。

５ 年間家族券は、 町内に住所を有する家族（４
　 人以内）に発行し、利用は、発行を受けた本
　 人に限る。（４人を超える場合は、超えた人数
　 １人につき10,000円を加算する。）

６ 休憩室利用料金は、休憩室を占用して利用す
　 る場合に適用し、２時間を超える場合は、30分
　 当たり500円を加算する。

１１回券 ５，５００円

年間券 ２６，２５０円

小人

１回券 ３００円

１１回券 ３，０００円

年間券 １５，０００円

シーズン券 ８，７５０円

年間家族券 ４５，０００円

休憩室利用料 ２時間以内 １，５００円

区　分 種 類 利 用 料 金 備 考

大人

１回券 ３５０円 １ 年間券は、発行日より１年間有効とし、利用
　 は発行を受けた本人に限る。

２ 高齢者とは、南会津町に住所を有する満６５

　 歳以上の者をいう。

３ 小人とは、小学生をいう。

４ 未就学児は、無料とする。

５ シーズン券は、発行日より４か月間有効とし、
　 利用は発行を受けた本人に限る。

６ 年間家族券は、 町内に住所を有する家族（４
　 人以内）に発行し、利用は、発行を受けた本
　 人に限る。（４人を超える場合は、超えた人数
　 １人につき10,000円を加算する。）

７ 年間券、シーズン券、年間家族券は、きらら
　 ２８９においても利用できる。

１１回券 ３，５００円

年間券 ２６，２５０円

高齢者

１回券 ２５０円

１１回券 ２，５００円

年間券 １８，７５０円

小人

１回券 ２００円

１１回券 ２，０００円

年間券 １５，０００円

シーズン券 ８，７５０円

年間家族券 ４５，０００円

古町温泉「赤岩荘」、　舘岩老人福祉センター「ことぶき荘」

南会津町南郷交流促進センター・物産館「きらら２８９」

南会津町小豆温泉「窓明の湯」

南会津町さゆり会館
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３・４月の健診（検診）等のご案内

３・４月の日曜当番医

３月１８日 きむらクリニック TEL 0241-62-5576

　　 ２５日 佐藤医院（下郷町） TEL 0241-67-2134

４月　１日 高橋医院 TEL 0241-62-0040

　　   ８日 芳賀医院（下郷町） TEL 0241-67-2128

　　 １５日 馬場医院 TEL 0241-62-0141

　　 ２２日 長谷川医院 TEL 0241-62-0032

　　 ２９日 なかやクリニック TEL 0241-73-2036

　　 ※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241－62－6180　　　舘岩総合支所町民課　℡ 0241－78－3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241－76－7713　　　南郷総合支所町民課　℡ 0241－72－2225

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１７日 火
１ 歳 児 健 康 相 談
（田島地域のお子さん）

13：30～13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成23年3月～4月生まれ

◆乳幼児健康診査◆総合健診について

国民健康保険加入者の受診状況

※町内に住所のない方で受診を希望される方は、町保健センターまでご連絡ください。

対象者：3 か月～ 90 か月（7 歳 6 か月）未満で、2 回終了していないお子さん

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

３月２１日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保健センター

（御蔵入交流館内）

平成2 3年 1 1月生まれ

４月１８日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 2 3年 1 2月生まれ

３月の献血のお知らせ
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潜
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潜
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。
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潜
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３
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５
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メ
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け
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と
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で
き
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と
言
わ
れ
て
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が
、

小
さ
な
病
変
を
見
つ
け
る

に
は
大
腸
カ
メ
ラ
が
最
も

優
れ
て
い
ま
す
。

『
早
期
発
見
で
大
腸
が
ん
は
完
治
す
る
！
』

シリーズ③

県立南会津病院
（外科）

根本  大樹先生

診察室から

　

で
は
、
い
つ
大
腸
カ
メ

ラ
を
受
け
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
便
潜
血
陽
性

の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
年
齢

の
目
安
は
40
歳
以
降
で

す
。
大
腸
カ
メ
ラ
で
何
も

異
常
が
な
け
れ
ば
、
そ
の

後
３
～
５
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。
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。
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困
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遠
慮
な
く
ご
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談
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だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
を
早
期
発
見
で

き
れ
ば
、
大
腸
カ
メ
ラ
に
よ

る
治
療
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完
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せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
が
ん
に
な
り

そ
う
な
ポ
リ
ー
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は
、
が
ん

に
な
る
前
に
取
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と
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き
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す
。（
実
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は
、
取
っ

た
病
変
を
顕
微
鏡
の
検
査
で

詳
し
く
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べ
て
、
外
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手
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要
か
ど
う
か
を
検
討
し

ま
す
。）
ぜ
ひ
一
度
、
大
腸
カ

メ
ラ
を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

３月 27 日（火）

 ・舘岩会館　　　　　　    8：30 ～10：00

 ・湯花里苑　　　　　    10：30 ～12：00

 ・会津アストリアホテル  14：00 ～15：30

３月 26 日（月）

 ・南会津町役場　　　      9：30 ～11：00

 ・ヨークベニマル田島店  13：20 ～14：30

 ・南会津合同庁舎　　    15：00 ～16：30

対象Ｇ 対象地域 実施日 受付時間 会　場

Ａ
グループ

田島地域（新町、西町、上町、後原、上中町、大町、
　　　　　中町、本町、東町、横町、宮本、折橋、

　　　　　田部原第１、田部原第２）

舘岩地域

４月１１日（水）13：00～14：00
保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｂ
グループ

田島地域（永田、今生、松下、丹藤、長野、田部、
　　　　　水無、小出原、栗生沢、針生、黒沢、
　　　　　大豆渡、金井沢、福米沢、上塩江、下
　　　　　塩江、高野、中荒井、川島、関本、藤生、
　　　　　古今、糸沢、羽塩、滝原）

５月９日（水） 13：00～14：00
保健センター

（御蔵入交流館内）

Ｃ
グループ

伊南地域・南郷地域 ４月１８日（水）14：00～14：30 南郷総合センター

◆ポリオ予防接種 ポリオ予防接種は、春と秋に集団で行う予防接種です。お住まいの地域がどのグループかをご確認のうえ、
下記日程で受けてください。大事な予防接種ですので、まだ受けてないお子さんは必ず接種してください。

　今年も春の健診の季節がやってきます。今年から健診が充実し、集団健診を受診する方全員に心電
図検査、眼底検査を実施する予定です。
　健診(検診)日程や料金等については、３月下旬～４月上旬に配付される『平成24年度南会津町健康
増進事業日程表』でご確認ください。

　グラフは、平成２３年度の各地
区別の受診率です。なお、地域
別の平均受診率は、田島43.2%、
舘 岩41.5 %、 伊 南63.9 %、 南 郷
53.0%（全体46.5%）でした。
※舘岩地域の助木生、水石、新田原に
　ついては、国保加入者がいないため、
　表示していません。

※国民健康保険加入者の平成24年度の受診率が65%以上にならないと、ペナルティーとして後期高
　齢者医療費の支援金が増額されるため、国保税が上がる可能性もあります。自分の健康をチェック
　し、早期に異常を発見するためにも、ぜひ受診しましょう。
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検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

ふれあい懇談会「ようこそ町長室へ」

　町では、町民の参加と協働による暮らしやすい地域社会を築くため、まちづくりの主役である
町民の皆さんから身近な問題やまちづくりに関する提言･意見などをお聞きし、地域の課題解決
や町政に反映させたいと考えています。
　町民の方や町に縁のある個人や団体であれば、どなたでも参加できます。
　今回は、下記日程により実施いたしますのでお気軽にお申し込みください。

■実施日と場所

　３月１９日（月）１４：００～１６：００　舘岩総合支所

　３月２１日（水）１５：００～１７：００　南郷総合支所

　　※来月は、本庁、伊南総合支所で実施する予定です。

■申込み・問合せ先（事前申し込みが必要です。）

　３月１９日実施分 ･･･ 舘岩総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７８ー３３３０

　３月２１日実施分 ･･･ 南郷総合支所振興課企画観光係　TEL ０２４１ー７２ー２９００

町民の皆さんの声を 町政に活かします！

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

新着本紹介のご案内

【児童図書】
日本の国際協力がわかる事典　牧田　東一　監修
１４歳のための時間論　　　　佐治　晴夫　著
図解東京スカイツリーのしくみ　
　　　　　　　　　　　　　　ＮＨＫ出版　編
まつりちゃん　　　　　　　　岩瀬　成子　作
いちごです　　　　　　　　　　川端　誠　作
みんなを守るいのちの授業　　片田　敏孝　著
給食室の日曜日　　　　　　村上　しいこ　作
うちのおばけ　　　　　　　　谷口　国博　文

【一般図書】
忘れた恋のはじめ方　　　　　　　ゆあん　著
あんぽん　　　　　　　　　　佐野　真一　著
イシューからはじめよ　　　　安宅　和人　著
本へのとびら　　　　　　　　　宮崎　駿　著
てんてん　　　　　　　　　　山口　謡司　著
プリティが多すぎる　　　　　　大崎　梢　著
ひざちゃん体操　　　　　　黒田　恵美子　著
才能とは続けられること　　　羽生　善治　著
プリズム　　　　　　　　　　百田　尚樹　著
決起！　　　　　　　　　　　三崎　亜記　著

が休館日開館時間：10:00 ～ 18:00

  ４月の休館日

  ３月の休館日

３,４月のイベント

第11回ふれあい唄と踊りの感謝の祭典　
　こぶし歌謡同好会カラオケ発表会～チャリティー２０１２

■日     時　４月１５日（日）　９：３０開演（９：００開場）　

■入 場 料　無料　 全席自由

■主 催　こぶし歌謡同好会

■問い合わせ　こぶし歌謡同好会会長　河原田　正明（℡ ０２４１- ７６- ２５１３）
　

　日　時：平成 24 年３月 17日（土）～ ３月 31日（土）　 午前９時 ～午後４時
　場　所：旧南会津郡役所（福島県南会津合同庁舎脇）
　入館料：大人 200 円（150 円）、高校生 150 円（100 円）
　　    　　 小・中学生 100 円（50 円）
　　　　　（　　）は 20 名以上の団体料金
　休館日：火曜日（祝祭日の場合はその翌日）
　その他：３月２４日（11：00 ～ 12：00）には、職員による
　　　　　展示解説会を行います。（どなたでも参加でき、
　　　　　参加料も無料ですが、上記入館料が必要です。）
　問合せ：奥会津博物館　TEL ０２４１- ６６- ３０７７

　南会津郡は、律令制が成立した奈良・平安時代以来続いてきた広大な会津郡が、明治１２

(１８７９)年「郡区町村編成法」の施行により、南北に分割され誕生しました。

　この企画展では、南会津郡誕生までの歴史やその黎明期を象徴する旧南会津郡役所建築

の過程、郡民との関わりについて紐解きます。

平成２３年度 福島県指定文化財保存活用事業  旧南会津郡役所改修記念企画展

「旧南会津郡役所ができるまで」－近代化を熱望する郡民－ 　４月６日（金）～１６日（月）まで、館内特別整
理期間として休館させていただきます。
　これは、年に一度、館内の資料を一斉点検し、資
料がきちんと在籍しているか、また、損傷などがな
いかを点検するためです。
　なお、特別整理期間前の３月２３日（金）～４月
５日（木）までの間、本・雑誌・紙芝居の貸出冊数
を通常の５冊から１０冊にします（ＡＶ資料は通常
どおり２点までです。）。

くわしくは図書館までお問い合わせください。　

　　　　　　　  南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

図書館特別整理期間のお知らせ

建設当時の郡役所

ガイドの表紙(上)と春の花の一部(下)

　南会津町の湿原を守る会（会長 室井英彦氏）は、この
ほど、より多くの人に駒止湿原の散策を楽しんでもらい、
また、自然環境学習などにも役立ててもらおうと、守
る会会員が自ら写真を撮って編集した「駒止湿原散策
ガイド」を自費出版しました。
　散策ガイドは、ポケット携帯サイズで利用しやすく、
湿原に咲く四季折々の花がほとんど網羅されているほ
か、樹木や昆虫類なども盛り込まれています。
　今年は、この散策ガイドを片手に、湿原散策を楽し
んでみませんか。
  販売･問合せ先：守る会事務局  阿部  TEL 0241-62-1248

湿原の魅力を多くの人に伝えるために･･･
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まちの文芸

　「南会津と私」 
東京都八王子市　芳賀　秀

ひ で

　

　東京から一家そろって父の故郷であった田島に
疎開したのは、私がまだ４、５歳の頃であまり記憶
には残っていない。
　父の仕事の関係で、田島から楢原（当時）そして
伊南、最後は舘岩村の鉱山に引っ越しをしました。
　南会津時代の記憶は楢原で小学校に入学したあ
たりから鮮明に覚えていて、大きな自然に囲まれ
のびのびと育ちました。４年ほどで楢原から伊南
そして舘岩に転校しましたが、仲の良かった友達
と別れ、立て続けの転校に子供心にもつらい思い
があったことが忘れられません。
　４か所の町村には雄大な自然とのどかな田園風
景が広がり、大きな川、険しい渓流が身近にあり
小学生の頃から釣りに夢中になり、日が暮れるの
も忘れて川で遊んだ記憶が未だに忘れずに残って
います。
　楢原のダムの堰堤と呼ばれた広い川では、大き
な鯉やきれいな赤腹などを釣り上げ興奮したもの
でした。ダムの放水口付近では、水泳や高い岩か
らの飛び込みを競い合い、夢中になって危険な場
所にも立ち入り、ダムの管理会社の人から何度も
何度も叱られたことがありました。
　舘岩に越した頃から渓流で箱メガネとヤスを
持って岩魚とカジカ捕りに夢中になり、今ではと
ても行けそうにない急斜面を、昼でも夜でも一人
で行って、父母や近隣の方に心配をかけたことは

何度もあったと思います。
　また、大きな岩が重なった深い淵で、淵の底の
岩の陰に隠れた大きな岩魚を見つけたときのあの
感動と興奮の瞬間。その瞬間を思い返すたびに、
あの当時の興奮が今でもそのまま蘇ります。
　今は東京の片田舎に住み、あの当時のような感
動には巡り合うこともありませんが、短い青春時
代の多感な年代を、素朴で優しかった沢山の南会
津の人々に巡り合い、晩年に差し掛かった今でも
残る数多くの思い出を頂き感謝しています。
　今、福島は震災と津波、そして原発の被害とか
つて経験したことのない過酷な環境下におかれ、
避難生活をされている方、自宅や会社を失った方、
家族を失った方など多くの方々が理不尽な状況に
あるのに何の手を差し伸べることも出来ずにいる
自分に腹立たしいときもあ
りますが、これから少しで
も南会津そして福島のため
に身近に出来ることからお
役に立てるよう微々たる力
ですが、協力させていただ
きたいと思っています。

　 がんばれ！南会津
　　　がんばれ！福島

芳賀　秀さん
（舘岩 真米鉱山出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

　田島地域で平成 17 年に、音楽を愛する人た
ちが活動する場のきっかけ作りになればと、楽
団を設立しました。
　音楽は地域差も年齢差も超越して、多くの人
の心を結びます。「演奏する私たちが楽しんで演
奏すれば、聴いてくださる方々も楽しくなる」
という思いでとにかく楽しく活動しています。
　年１～２回、御蔵入交流館にてコンサートを
開催したり、介護施設等へ慰問演奏に出向いた
りしています。
　毎週土曜午後５時から、主に御蔵入交流館多
目的ホールにて練習をしています。見学希望の
方はいつでもお越しください。

文化団体の紹介 23○

御蔵入交流館文化ホールでのコンサート

連絡先：代表   渡部   正一（TEL 090-7078-8761）

田島吹奏楽団
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第56回福島県書きぞめ展  書きぞめ大賞作品

荒海中２年

星　愛璃さん

舘岩中１年

中岡　咲希さん

田島小６年

渡辺　優南さん

田島中３年

湯田絵美子さん

四季のスープ（冬）
カウボーイシチュー 【作り方】

①  大豆は豆の３倍量の水につけて１晩お
　  きます。
②  翌日水ごと火にかけ、煮立ったらふた
　  をして、弱火で３０分ほど煮て火を止
　  めます。そのまま１０分おいてザルに
　  上げ、水気をきっておきます。
③  にんじんは５㎜厚さのいちょう切り、
　  玉葱は薄切り、じゃが芋は１㎝厚さの
　  いちょう切りにします。豚肉は３㎝長
　  さに切ります。
④   鍋にサラダ油を熱してニンニク、玉葱、
　  にんじん、豚肉の順に炒め、全体に油
　  が回ったら、②の大豆を加えサッと炒
　  め合わせます。
⑤  さらに分量の水と固形コンソメを加  
　  えて弱めの中火で煮込み、豆が軟らか
　  くなってきたらじゃが芋を加えます。
⑥  芋が軟らかくなったら塩・こしょうで
　  味を調えて器に盛り、パセリを散らし
　  ます。

【材　料】４人分
大豆(乾) １００ｇ、にんにくみじん １片、
人参４０ｇ、玉葱１００ｇ、じゃが芋１個、
サラダ油 大さじ１、豚薄切り肉１５０ｇ、
固形コンソメ １個、水５カップ、こしょ
う 少々、塩 少々、パセリみじん切り 適量

《コンセプト》
南会津町の特産物を使った地産地消に沿
った四季のスープ（朝食欠食予防対策の
栄養バランスのとれたスープ）


